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長期保管・保存という場合、商業活動でいう 5 〜 10
年の「長期」保存と異なり、古典文書や文献と同等
の何十年以上もの期間が対象となる。いわゆる電子
帳簿の取り扱いなどでは 5 年、10 年といった期間を
対象として保管を検討するが、ICSU（International 
Council for Science：国際科学会議）のデータ事業
である、旧 WDC（World Data Centre）や旧 FAGS
（Federation of Astronomical and Geophysical Data 


































ン タ ー（National Bioscience Database Center：
NBDC）13）、 デ ー タ 統 合・ 解 析 シ ス テ ム（Data 





JST-NBDC と大阪大学蛋白質研究所）、DNA Data 
Bank of Japan16）（国立遺伝学研究所）、SSJ データ














員会 WDS（World Data System）のイニシアティ
ブがある。1957-58 年の国際地球観測年を契機に
設置された国際組織 WDC などを前身として 2008
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15）Protein Data Bank Japan：http://pdbj.org/
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